
３ 地域における普及活動の実績 【本所：地域第二係】

１ 活動の背景

R2年西美唄地域の農業粗収入

２ 活動の経過
（1）推進事項：直播水稲基本技術の実践

苗立数を確保する基本技術を提案（排水改善、は種床づくり、適期・適量は種）

（2）推進事項：秋まき小麦の適正肥培管理

生育状況に応じた適期適量追肥、土壌ｐＨ改善を提案

複合経営の安定化と担い手を核とした地域農業の振興
～ A.N.M (A)新しい(N)西美唄を(M)盛り上げよう ～

対象：美唄市西美唄地域（１９戸）
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転作作物の収入(交付金等
含む)が60％を占める。

・３米麦営農組合が存在
・若手の規模拡大志向

○直播水稲の普及
＝基本技術実践

○秋まき小麦の収量向上
＝適正肥培管理の実践

○地域農業を考える会の
設立と振興方策の検討

・秋小麦の収量が不安定
・水稲との春作業競合

各組合間の意見交換、若
手農業者が地域農業を考
える場が無い
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水稲、小麦、大豆が主体に複合経営
経営規模：１８．８ha／戸
経営主年齢：平均５３歳
米麦営農組合（共同）：
西美唄米麦、元村米麦、アグリ山形
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全戸定点ほ場を設置～生育状況の把握

この茎数なら、追肥の
時期は？量は？

起生期研修会～全員で茎数調査・研修

基本技術を再確認できたよ！

西美唄版直播水稲栽培マニュアルを提示 研修会～基本技術を周知、疑問を解消

ポイントは、砕土率向上と
は種作業！

苗立ち調査会～全員のほ場を皆で調査

苗立本数の調べ方わかっ
たよ。200本ありそう！



（3）推進事項：担い手による地域農業の振興

「西美唄農業を考える会」の設立、地域課題の検討

３ 成果の具体的内容
（1）直播水稲基本技術の実践 直播水稲基本技術の実践状況（11戸）

（2）秋まき小麦の適正肥培管理

適期適量追肥、ｐH改善の実践状況（14戸）

（3）担い手による地域農業の振興

先進地視察研修(直播水稲、岩見沢市） 地域農業者へのアンケート

４ 今後の課題と対応
（1）直播水稲と秋まき小麦の技術改善への支援を継続する。

（2）地域農業者のアンケートから、水稲を含めた輪作体系への関心が高かったため検討する。

ワークショップの実施～地域の課題を把握全体研修開催～活動について合意形成 若手で西美唄農業を考える会を設立
～具体的な活動内容を協議

◎ 基本技術を５戸が全項目実践

10戸が６項目以上実践

○ ９戸が目標の苗立数を確保

○ ９戸が600kg/10a以上の収量

直播で10俵獲り！

畑作物との輪作！◎ 「西美唄の農業を考える会」

※若手農家・地域代表者８名

美唄市、JAびばい、普及センター

○ 直播水稲、秋まき小麦の

研修会を企画

○ 先進地視察研修の開催

○ 全体研修会の開催
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活動全般

考える会の活動は

地域から高評価！

(%)

評価する割合

◎ 適期適量追肥を８戸が実践 ○ 11戸がJA平均と同等以上の収量

◎ 次年度へ向けて、土壌pHの改善に10戸が取り組む

タイムリーな営農情
報参考になったよ！

A Ｃ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ K L M N P Q R
● ● ● × ● × ● ● × × ● ● × ×

穂数(650～700本/㎡) △ ○ ○ ○ ○ △ ▼ △ △ △ ▼ △ △ △
収量（ＪＡ平均対比） × × × ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

R4産 きたほなみ ◎ - ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ - ◎ - ◎ ◎ -
※推進技術　●：実践　×：未達成　　　　　　　　　　　　　　　　　　※穂数　〇：適正　△：多い　▼：少ない

※収量(JA平均対比)　◎：106%～　〇：95～105%　×：～94%　　　※ｐH適正化　◎：実施　－未実施

pH適正化

R3産 きたほなみ

推進技術

適期適量追肥

A B C D H I K N O Q R
額縁明きょ - - - - ○ ○ ○ - ○ ○ ○
簡易耕起 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
心土破砕 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
表土均平 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
砕土率 ○ ○ ○ - ○ ○ - ○ ○ ○ ○

適量は種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
適期は種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × ● ● × × ● ● ●
● ● ● × ● ● ● ● ● ● ●

苗立数 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎
収量 ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ×

※基本技術　●：実践　×：未達成　　※苗立数（本/㎡）◎：150～250　×：～150
※収量（600kg/10a）◎：106％～　○：95～105％　×：～94％
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